
別紙資料

「手荷物預かりサービスを活用した観光客等の利便性向上に関する連携協定」について



令和５年の藤沢市内の観光客数は１,９６０万人となる過去最高値を記録し、さらに
国内を訪れる外国人観光客は、JNTO（日本政府観光局）によると、コロナ禍前の2019
年を凌ぎ、7カ月連続（2024年8月時点）で同月過去最高を記録しています。
本市の荷物預かりの状況は、令和５年６月までJR藤沢駅の自由通路沿いにあった

「湘南藤沢コンシェルジュ」において、観光客の荷物預かりを行っておりましたが、Ｊ
R・小田急藤沢駅改良工事（令和５年～令和９年度まで）に伴い、閉鎖となりました。
現在、ＪＲ藤沢駅、江ノ電藤沢駅をはじめ、江の島付近を含めた藤沢市内においても

駅・商業施設には「コインロッカー」が設置されてはいるものの、スーツケースなどの
大型荷物預かりなど、今後の観光客ニーズに応じたサービス向上を図る必要がありま
す。

■ 藤沢市内の荷物預かりの現状・背景
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「荷物を預けたい人」と「荷物を預かるスペースを持つお店」をつなぐシェアリングサービス

このような背景のなか、民間の店舗や施設を利用した荷物預かりの「シェアリングサー
ビス事業」を市内に拡大することで、駅改良工事期間中の代替手段の一つとするとともに、
訪れた観光客がスムーズでより便利な観光を楽しめるためサービスコンテンツの拡充を図
ります。
都内のベンチャー企業（ecbo株式会社）が提供する「エクボクローク」は、スマホで予
約し、簡単に荷物を預けることができるシェアリングサービスです。
カフェやレンタサイクル店など、多種多様な業種の荷物預かり可能なお店の空きスペー
スを活用し、一時的に手荷物を預けたい観光客のニーズを満たすとともに、空きスペース
を提供する店舗にとっても、店舗の売上アップにつなげることが可能となります。
また、荷物預け時と受け取り時の２回、利用者が店舗を訪れることとなるため、店側は
副収入を得るとともに、店のサービス訴求ができ、実際に利用客の３割ほどがその店舗サ
ービスを利用しています。
現在、全国47都道府県の主要都市を中心に１,０００店舗以上に拡大中。

■ 新たなシェアリングサービス「ecbo cloak」の導入について
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■ 新たなシェアリングサービス「ecbo cloak」の導入について

For Users 事前予約で簡単かつ確実に。
大きな荷物も手間いらずで預けられることが特徴です。

アプリ上で預かり場所を検索し探す手間が省け、事前予約で確実に荷物を預けることができます。
またサイズ制限がないため、大きな荷物も預けることができます。
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■ 新たなシェアリングサービス「ecbo cloak」の導入について

For Partners 登録すればあとは待つだけ。
荷物の受け渡しもかんたん操作で空いたスペースを副収入に。

登録から導入、維持費、すべて無料です。
何も使っていない遊休スペースを活用して副収入になります。
またユーザーの来店時に食事をしたり、お土産を買ったりと、新規顧客獲得することもできます。
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■ 新たなシェアリングサービス「ecbo cloak」の導入について

Business Model Price

ユーザーの料金プランは荷物の大きさによって、
2つのプランをご用意しています。
1日¥500から預けることができるため、
気軽に使いやすい料金設定になっています。

▼日計算方法
・日をまたぐごとに1日分の料金が加算されます。
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■ 新たなシェアリングサービス「ecbo cloak」の導入について

User Data
約80%は日本人の方にご利用いただいています。
20%の方は海外ユーザーもいます。

外国の方がいらっしゃる際も、決済や預け荷物の
確認はアプリ内で完結するため、心配ありません。

Insurance

万が一の荷物の紛失、破損、盗難が起きた場合、
独自の保険で最大10万円まで補償。

東京海上日動火災保険株式会社の協力を得て、荷物の保険も自動付帯しています。
業界初の包括的保険（受託者賠償責任保険）及び事業活動包括保険に加入すること
で、荷物一時預かりサービスに関連する様々なリスク区分を包括的に補償します。
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■ 「ecbo cloak」藤沢市内の登録状況
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■「ecbo cloak」のシェアリングサービスについて
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■具体的な連携方法（３者協定）について

藤沢市観光協会 ecbo株式会社

協定締結

→藤沢市内のecbo cloak加盟店舗の拡大へ

藤沢市

① 観光公式ホームページでの周知

② 協会会員への周知

③ 「ecbo cloak」と市内店舗との

マッチング

④ 預かり店舗としての登録

（実証実験的に開始予定）

① 締結式にかかる記者発表

② 各種媒体（市ホームページや

SNS、観光冊子など）での「ecbo

cloak」の周知

③ 「ecbo cloak」と市内店舗との

マッチング

① 自社のネットワークを活用した

藤沢市のPR

② 本協定に係る取組の発信

③ 加盟検討店への説明会開催

④ 登録店舗の利用拡大による市内

経済活動の促進
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■「ecbo cloak」のシェアリングサービスについて
～会社概要
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